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Cladosporium epiphulum (Pers.) Mart.による
クリの葉カピ病(新称)について
吉富情 τ士r ホa巳a、
1952年9月，岡山県西南部の後月郡芳井町および北部の真庭郡新庄村で，クリの葉に Cla-
dospori14m属菌による病害の発生がみられた. これは新しい病害であるので，クリの葉カピ病と命名
し，病徴，病原菌などにつひての調査結果を報告する.
本研究は西門義一先生の御指導の下仁行なったものである.ここ仁厚く感謝の意をあらわす.ま
た，種々御助言をひただひた井上忠男氏に厚く御礼申し上げる.
病 徴
Cladospori14m属菌は枯葉または他病害の古い病斑部に二次的に寄生してやるこどが多い.本
病は硬化した古い生薬に多く発生が認められ，若や葉lこは少なし:-.筆者のその後の調査lこよると.5
月下旬から本病の発生はみられるが. 7"'9月仁もっとも多くみられる.附図 1仁病徴を示す.病
斑宮最初黒褐色円形で径2"'3mmであるが，後拡大して径20mmに達する場合もある.進展
した病斑は漸次淡褐色となり，形は次第にくずれて最外部は不明瞭な黒褐色帯でかこまれ，病斑
内部は撞色する.葉の裏面にはむずかに黒褐色を帯びた不正形の病斑ができ，黒色または帯緑黒色
の細かし1綿屑状に分生胞子を生ずる.病斑部をすかして見れば中心から周囲仁向かって、濃褐色の線
が校状に走り，それにそって細かし1綿屑状に分生胞子が形成されている.病斑は1葉中仁数個から
数拾個が見られる.葉はこのため仁早く枯死落葉する.また本菌は Monochaetiaによる葉枯病お
よび Gloeos如何14mによる炭痘病の病斑上に寄生して業の枯死を早めていることもしばしばみられる.
病 原 薗
担子梗は束生または散生し黒褐色または濃いオリーブ色で揖棒状であるがときに2"'3本仁分岐
することがある. 0"'3個の隔膜は顕著である.担子梗の長さは Cladosρorium属菌の中では短
かい方で， 18.5"'32.5x4.5'" 5μ，ときに50μ 以上の長いものもあり，その頂端仁は1連，とき
に数連の分生胞子を生ずる.分生胞子は担子梗よりやや色が濃く長楕円形のものがもっとも多く，
長卵形， 長円筒形のものもあり， 稀仁長紡錘形のものがみられる. 基部がやや細心 0"'2個，
稀に3個の隔膜をもっ.多くは1隔膜で，膜の存在は顕著である.内部にはしばしば0"'4個の油
滴状の小球が見られる.分生胞子は普通 1"'6個が鎖状仁連なる.またしばしば途中から分岐して
連なることもある.胞子着生の跡は分生胞子，担子梗とも黒色ではっきりしてやる. 分生胞子の大
きさは5"'21. 5 x 4.0"'5.4μ，平均18.5x4.5μである. 分生胞子は成熟し水仁あえぽ個々に分
離する.発芽管は短かく各細胞から 1本ずつ出る.発芽当初の菌糸は隔膜聞が非常に短かし¥胞
子は発芽に際して槌色しオリーフ色となる.附図2仁担子梗および分生胞子の形状を示した.
本元大原農研，現西門菌類研究所
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病原菌の所属と名称
本酋は形態上からみて，Dematiaceae. Cladostorae， Cladosporium (こ属するものであるこ
とは明らかである. Cladostorium属菌の種々のものと形態を比べてみると，Clados.伊rium
herbarum Link. (Ruehle， 1930;鋳方， 1942;富樫， 1950)， C. elegans Penz. (C∞k， 
1813 ;原， 1930)， C. Roesteri Cat. (沢田， 1919;富樫， 1950)， C. alliorum Hanz. (原，
1930)， C. scal1同 C∞ke(Jenkins. 1925)， C. fulvum C∞k. et Rav. (Makemson， 1918; 
鋳方， 1942). C. Paeoniae Pass. (沢田.1919; Gardner， 1925 ;原， 1930). C. Cucumeris 
Frank. (原.1916). C. Colocasiae Saw. (沢田， 1919)， C. Citri Fawc. (原1916;富樫，
1950). C. carpophilum Thum. (金野.1917; Bensaude， 1928;富樫， 1950)のいずれども
異なり.C. epiPhyllum (Pers.) Mart. (鋳方， 1942;富樫.1950)にもっともよく似てやる.
第1表に鋳方(1942)の記載仁よる C.epiPhyllumと著者の菌とを比較して示したクリ葉カピ病
菌として著者が分離したものは.C. etiphyllum仁比べて，分生胞子の着生状態すなわち胞子の連
なり方が長<，担子梗も形が復雑であるが，その他の点ではほとんE一致している.ι epiphyll~酬
がクリ類に寄生すると云う報告はないが，形態上多くの点でー致するので， 本病菌を}応 Clado-
S伊riumeρiphyllum (Pers.) Mart. と間めることにした~'.
第 1表 C/adostori
C/adostorium etithy//um (鋳方氏による) タリの業カピ病菌
担乎梗1.叢生ま?こは級生 叢生または散生
2.湾曲少なく分岐なし 笥幽少なく分岐なし
3.基部淡補色，先端無色 基部褐色.ilオリープ色.先端淡色
4. 2-数個の隔膜 0-3個の隔膜
5. 20-110x3.6-6μ 18.5-32.5x4.5-5μ，ときに 50μ以上のものあり
分生胞子 1.卵形，紡錘形，愛情円形 長卵形，黄門筒形，楠円形，長紡錘形
2.淡貧褐色または賀補色 補色または浪オリープ色
3. 1-5胞 1-4胞
4. 4.8-16.8 x 2.4-6.0μ5-21.5x4.O-5.4u 
5. 2-3個速生，ときにそれ以上 1-6個達生
6.着生跡は明らか 着生跡は黒色で明らか
病原菌の繕養よの性質
1.各種矯養基上での菌糸の発育と温度との関係
第2表に示すような組成の培養基5種を調製し，これらの斜面矯養基各15本仁菌糸片を移植
しら 10.15. 20. 24. 27および300Cの恒温務中に保った.27日後lこ調査した菌叢の発育程
度を第2表に示した.実験結果からわかるようlこ菌糸は非常仁伸長がおそく塊状の菌叢となる.培
養適温は240C附近であり 300Cではまったく発育しなかった.最低成育温度は50C以下であっ
た. 5種の培養基を実験に用ひた範囲では本菌がよく発育する培養基として馬鈴薯より稲葉の方
が，しかも低濃度の方がよかった.またブドウ臓の濃度も低い培地の方が良好な生育を示した.
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第 2表 各種培地上での C.epiphy//um菌糸の発育と温度との関係
組成(%) 培 養 混 度 (OC) 
形菌調整状の
堵2・ プド 10 u 却'‘.;・ :-.， 5 15 却 'l:T 
A 20 2 3.75 5.75 6.50 9.∞ 10.25 6.∞ 。 半球状
B 10 1 3.18 5.41 7.13 9.15 11.10 6.∞ 。 やや扇平
C 5 0.5 4.50 6.∞ 7.75 8.50 11.60 7.∞ 。 Bし扇よ平り少
稲葉
D 5 1 3.75 5.50 7.05 9.25 11.00 5.85 。半球状
E 2.5 0.5 3.75 5.25 7.25 9.75 12.∞ 6.∞ 。盟諸￥
備考 矯地の寒天組成li2%.測定値は各温度とも 27日後の菌叢直径 (mm.15本の平均)
菌叢の形状l土240C矯養について.
2.胞子形成および菌叢の色と温度との関係
稲藁5'話ブドウ糖0.7%寒天2%の斜面培養基上にあらかじめ240Cで5日間培養した単胞子
培養の小菌片を移植しら 10，15， 20， 24， 27および300Cの恒温器中に保ち， 30日後仁分生
胞子の形成状態および菌叢の色を調査した.また馬鈴薯10%ブドウ糖0.5%，寒天2%の斜面
繕養基上での実験も同時に行なった.調査結果を第3表に示す.
第 3表 c. sPiphyllum分生胞子の形成，菌叢の色と培養温度
稲藁 馬鈴 薯培地
分生胞子
形成量 形
分生胞子の大きさ
tμ3 ????
???? ?
菌叢の色
5 Dark Gray -IIt異 形 BrownOlive-Gray +件異 形 25-37x 10-20 
10 Iron Gray -IIt異 形SootyBlack +特異 形 26-おx6-22 
15 Light Olive.Gray -1+ほとんどDarkG叫1Gray -1+ほとんど 16-25x6-12 正常，異形 正常，異形
20 Deep Olive-Gray -1+ほとんど DeepQuaker Drab ほとんど正常 正常 15-24.7 x 5-11 
24 Dark Olive-Gray +正 常DuskyPurplish Gray +正 常 10-21.3x4-6.2
27 Brown Olive-Gray 土小形単胞 BrownQuaker Drab 土小形単胞 1ι~18.5x 4-6.2 
30 発育せず 発育せず
備考 分生胞子の大きさは稲藁，馬鈴暮両培地の聞に差がないので両者の平均で示す.
低温で培養した場合ほど分生胞子は Macrosporium様の異形になる傾向が著しくみられた〈附
図3，4).また分生胞子の大きさも低温の場合ほE大きく， 50Cの培養に生じた異形分生胞子
l;t，寄主体上仁みられる分生胞子仁比べ長さが約1.5倍，巾が約2.5倍の25ー 37X1ト .20仁も
達した.異形分生胞子は隔膜が不規則であり，分生胞子の連鎖は不明瞭で数が少なく，成熟した
ものでも連鎖した各胞子は離れ仁くい. 担子梗は低温の場合ほEその存在は不明瞭であったが， 20 
-270Cの場合仁は認められた.ただし， 290Cでは変形したものが比較的多く認められ， 240Cでは
寄主上仁みられるもの仁近~，形状であったが， 270Cでは非常仁短かいものになっていた.
? ??
験クりの葉から分離し Cladosporiumep;.Phyllumと同定した著者の菌が，クリの葉仁対して病
原性をもっているかどうかを調べた.比較として，岡山農試から分与された Cladosporium carpo-
philum (モモ黒星病菌)， C. scabies (トマト葉カピ病菌)および C.Paeoniae (ジャクヤク葉斑
病菌〉を用~'，それぞれの加害槌物との交互接種試験を行なった.接種仁用いた植物は，クリ(銀
寄〉の新葉〈開葉後1月以内のもの)，普通業，古い葉，枯葉，若l♂校， トマトの葉，ジャクヤ
クの葉および未熟なモモの果実である.
稲藁寒天培地に形成された各菌種の分生胞子を白金耳で無傷接種し，水を吸わせた溜紙で湿
度を保ったジャー レ内に入れて室温lこ置いた.クリ葉から分離したC.ep;.Phyllumは5，10， 15， 
20， 24および270Cで培地仁形成された分生胞子を別々仁接種して病原性を調べた.10日後の調
査結果を第4表に示した.
民種簸
験試種接第 4表
位按接 部種物，植種
古川クヤク培養温度菌試供 モモトマトリ~ 
果実1業業若枝枯葉古業普通業新葉
土
企
土
土
土
土
??
?
?
土
土
土
???????
???
?
，?
? ?
+十
+件
+ 
土
??
? ?
土
-Ht 
-Ht 
+ 
土
50C 
10 
15 
20 
24 
27 
C. carρophi/um 27 
C. scabies 27 
C. Paeoniae 27 
C. eρiphy//um 
悌
+ -Ht 土
C. eがρ'hyllumの10，150 Cの培養仁形成された分生胞子はクリの新薬，普通葉，古葉のすべ
てをよく侵したが， 20， 240C培養のものでは病原性がそれほE強くなかった. 5および270C培養に
生じた分生胞子は病原性を示さなかった.C. car.μρhilum， C. scabies， C. Paeoniaeはそれぞ
れの加害植物に対し明らかな病原性を示したが，クリには病原性を示さなかった.C. ep;.ρhyllum 
はクリ以外の植物仁対しては病原性をまったく示さないか，あるいは極めてわずかしか病原性をあらわ
さなかった. したがって，本報で C.ep;.Phyllumと同定した菌は，病原性の点からみても，ここ仁
比較した菌種とは明らかに異なることがわかった.
接種は無傷のまま行なった，モモは2-3個，その他tis-6個使用.
要
1952年，岡山県下でクリの棄に新しい病害が発生し，これをクリの葉カピ病と命名したが，本報
はその病徴，病原など仁ついて調査研究した結果である.
1.本病の発生はクリの古い葉仁多くみられ， 7-9月仁最も多い.病斑の最外部は不明瞭な黒
嫡
? ?
褐色を帯び内部は黒褐色または裡色した径20mm前後の病斑である.葉裏の病斑部仁は帯緑黒
色の細い綿屑状の分生胞子を形成する.
2.担子梗は叢生または散生し分岐少なし濃オリーブ色または褐色で0-3ケの隔膜がある.
大きき 18.5-32.5x 4.5-5μ，とき仁 50μ 以上のものがある.分生胞子は多くは楕円形で濃ひオ
リー フ色または褐色で 1-4胞， 5-21.5 x 4.0-5.4μの大ききで 1-6個連生してやる.
3.本病菌をその形態的特徴から Cladosporiumepithyllum (persよ Mart.と同定した.
4.病原菌の培養上の諸性質を調べた.低温で培養すると Macrosporium様の大きな異形分
生胞子を形成することが著しし、特徴であった.正常形分生胞子は240Cで形成された.
5.数種の Cladosporium属菌とそれぞれの加害植物を比較仁用いて交互接種試験を行ない，
クリ葉力ピ病菌の病原性を確かめた.
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附図 3 
附図 4 
附図1.クリの業カピ病の病徴.上:表面，下:裏面
附図2.クリの業カピ病菌の分生胞子と担子梗 (x850) 
附図3.15QCで培養したクリの業カピ病菌分生胞子と担子梗 (x1100) 
附図4.lQQCで培養したクリの業カピ病菌分生胞子(xll∞)とその発芽 (x520) 
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